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秋
本
の
り
子
議
員
（
市
民
連
合
）

　

平
成
20
年
１
月
施
行
の
改
正

Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
間
暴
力
）
防
止

法
で
努
力
義
務
と
さ
れ
た
被
害

者
支
援
の
基
本
計
画
は
、
全
国

１
７
８
２
市
町
村
中
で
３
市
し

か
策
定
さ
れ
ず
、
市
町
村
の
取

り
組
み
不
足
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
る
。
家
庭
と
い
う
密

室
の
中
で
、
Ｄ
Ｖ
は
児
童
や
高

齢
者
虐
待
等
へ
と
負
の
連
鎖
を

被
害
者
支
援
の
基
本
計
画
策
定
時
期
は

平
成
22 
年
度
ま
で
の
策
定
を
予
定

ＤＶ防止法

起
こ
し
て
し
ま
う
。
本
市
は
い

つ
計
画
を
策
定
す
る
の
か
。

答
　

現
在
、
市
川
市
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
第

３
次
実
施
計
画
の
見
直
し
作
業

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
実
施
計

画
で
は
、
Ｄ
Ｖ
防
止
基
本
計
画

の
策
定
を
主
要
事
業
の
一
つ
と

し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
次
期

計
画
期
間
内
の
22
年
度
ま
で
の

策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

笹
浪
　

保
議
員
（
公
明
党
）

　

本
市
及
び
船
橋
市
、
松
戸
市
、

鎌
ヶ
谷
市
の
４
市
に
よ
る
政
令

指
定
都
市
研
究
会
が
最
終
報
告

案
を
ま
と
め
た
。

　

合
併
、
政
令
都
市
移
行
に
つ

い
て
は
市
民
の
意
見
を
最
優
先

す
べ
き
で
あ
り
、
住
民
投
票
な

ど
に
よ
り
市
民
に
是
非
を
問
う

べ
き
と
思
う
が
、
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

住
民
投
票
に
よ
り
是
非
を
問
う
べ
き

市
民
が
判
断
で
き
る
情
報
を
提
供

政令指定都市

答
　

合
併
の
是
非
を
問
う
住
民

投
票
は
、
住
民
に
対
し
て
客
観

的
か
つ
公
正
な
情
報
が
行
き
渡

ら
な
い
と
正
し
い
判
断
が
で
き

な
い
。

　

今
後
は
、
市
独
自
の
調
査
・

分
析
を
行
い
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
判
断
で
き
る
情
報
を
積
極

的
に
提
供
し
、
市
民
意
向
の
把

握
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
る
。

谷
藤
利
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

合
併
・
政
令
指
定
都
市
化
に

伴
い
、
行
政
と
市
民
の
連
携
の

弱
ま
り
や
、
役
所
か
ら
遠
い
地

域
の
衰
退
な
ど
、
様
々
な
弊
害

が
全
国
で
発
生
し
て
い
る
。
合

併
に
は
本
市
の
実
情
を
十
分
検

証
し
、
広
く
情
報
を
公
開
し
て

意
見
を
求
め
、
最
終
的
に
は
住

民
投
票
に
よ
る
判
断
が
望
ま
し

い
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
市
民
の

住
民
投
票
に
よ
る
最
終
判
断
望
ま
し
い

多
く
の
市
民
が
納
得
で
き
る
形
で
協
議

合併・政令指定都市化

声
の
反
映
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

答
　

合
併
へ
の
課
題
に
対
し
て

は
、
４
市
で
構
成
す
る
政
令
指

定
都
市
研
究
会
と
は
別
に
、
本

市
独
自
の
調
査
や
分
析
が
必
要

と
考
え
る
。
仮
に
合
併
す
る
場

合
で
も
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
水
準

や
利
便
性
、
市
民
の
声
の
反
映

低
下
な
ど
を
招
か
な
い
よ
う
、

多
く
の
市
民
が
納
得
で
き
る
よ

う
な
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

坂
下
し
げ
き
議
員
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　

治
水
事
業
は
水
害
か
ら
市
民

の
安
全
を
守
る
公
共
性
の
高
い

事
業
で
あ
る
。
平
成
20
年
７
月

の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
は
、
中
国
分

３
丁
目
で
水
害
が
発
生
し
、
道

路
の
冠
水
や
高
齢
者
が
け
が
を

す
る
事
態
と
な
っ
た
。
市
の
治

水
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答
　

本
市
で
は
浸
水
被
害
が
多

く
、
限
ら
れ
た
予
算
で
効
率
的

中
国
分
地
区
の
水
害
・
治
水
対
策
は

幹
線
排
水
路
の
整
備
に
着
手
予
定

都市型水害の防止

に
整
備
を
図
る
た
め
、
順
位
を

定
め
て
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

国
分
第
１
排
水
区
は
治
水
の
効

果
が
上
が
っ
た
た
め
工
事
を
見

合
わ
せ
て
い
た
が
、
上
流
の
中

国
分
地
区
の
浸
水
被
害
の
解
消

を
早
期
に
図
る
た
め
、
じ
ゅ
ん

菜
池
バ
ス
停
個
所
の
施
工
計
画

を
検
討
し
、
雨
水
を
流
下
さ
せ

る
た
め
の
幹
線
排
水
路
の
整
備

に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

政 令 指 定 都 市

桜
井
雅
人
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

平
成
18
年
６
月
に
若
年
者
就

労
支
援
事
業
と
し
て
開
設
し
た

ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ
ブ
・
サ
ポ
ー
ト

い
ち
か
わ
の
実
績
と
、
県
が
設

置
し
た
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
に

お
け
る
本
市
市
民
の
利
用
見
込

み
を
問
う
。
ま
た
、
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
ち
ば
の
よ
う
な
就
労
支
援

ま
で
結
び
つ
い
た
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
の
考
え
は
な
い
か
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
考
え
は

本
市
に
特
化
し
た
事
業
広
く
検
討
し
た
い

若年者就労支援事業

答
　

ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ
ブ
・
サ
ポ
ー

ト
い
ち
か
わ
の
来
訪
者
は
開
設

か
ら
20
年
10
月
ま
で
で
２
３
５

人
、
就
職
し
た
若
者
は
11
月
25

日
ま
で
で
31
人
で
あ
る
。
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
の
本
市
市
民
の

20
年
度
利
用
見
込
み
は
２
千
人

に
達
す
る
。
今
後
も
、
若
年
者

ニ
ー
ズ
を
反
映
で
き
る
本
市
に

特
化
し
た
事
業
を
広
く
検
討
し

た
い
。

田
中
幸
太
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

世
界
的
な
経
済
危
機
に
よ
り
、

歳
入
と
歳
出
の
均
衡
が
難
し
く

な
る
将
来
を
見
据
え
る
と
、
行

政
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

範
囲
を
市
民
と
共
に
明
確
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

他
の
自
治
体
で
も
注
目
さ
れ
て

い
る
事
業
仕
分
け
を
公
開
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
果
が
期

待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

公
開
実
施
で
行
政
が
行
う
範
囲
を
明
確
に

透
明
性
高
い
枠
組
み
づ
く
り
を
検
討

事業仕分け

答
　

本
市
の
事
務
事
業
に
つ
い

て
は
、
サ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
や
行

政
経
営
会
議
等
で
、
新
規
事
業

や
既
存
事
業
の
見
直
し
を
行
う

な
ど
、
市
独
自
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
も
外
部
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
や
附
属
機
関
の
活
用
、

ま
た
、
市
民
意
見
の
反
映
な
ど
、

よ
り
透
明
性
の
高
い
評
価
等
の

枠
組
み
づ
く
り
を
引
き
続
き
検

討
し
て
い
き
た
い
。

二
瓶
忠
良
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

２
０
１
１
年
７
月
25
日
か
ら

全
面
的
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
切

り
替
わ
る
。
テ
レ
ビ
の
買
い
替

え
や
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
ア

ン
テ
ナ
工
事
な
ど
、
全
て
の
市

民
が
何
ら
か
の
負
担
を
強
い
ら

れ
る
が
、
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
の
低
所
得
世
帯
や
生
活
保
護

世
帯
に
と
っ
て
は
、
決
し
て
小

さ
な
負
担
で
は
な
い
。
支
援
策

低
所
得
者
な
ど
へ
の
支
援
策
必
要
で
は

国
主
導
で
実
施
　

推
移
を
注
視
し
た
い

地上デジタル放送

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　

国
は
生
活
保
護
世
帯
、
障

害
者
世
帯
や
福
祉
施
設
の
入
所

者
な
ど
２
６
０
万
世
帯
に
専
用

チ
ュ
ー
ナ
ー
の
配
布
を
行
う
支

援
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
平
成

20
年
12
月
８
日
に
は
、
具
体
的

な
支
援
時
期
と
方
法
等
を
示
す

な
ど
、
国
の
主
導
で
支
援
策
を

実
施
す
る
方
針
で
あ
る
た
め
、

推
移
を
注
視
し
た
い
。

か
い
づ
　

勉
議
員
（
道
）

　

市
民
マ
ナ
ー
条
例
は
市
川
市

の
ま
ち
全
体
を
奇
麗
で
美
し
く

す
る
も
の
と
私
は
考
え
る
。
ま

ち
の
美
し
さ
は
全
国
に
対
し
て
、

す
ば
ら
し
い
ブ
ラ
ン
ド
に
な
り

得
る
。
同
条
例
は
市
民
に
マ
ナ
ー

を
問
い
か
け
る
も
の
だ
が
、
犬

の
糞
の
放
置
も
過
料
に
処
す
べ

き
で
、
ガ
ム
の
吐
き
捨
て
を
条

例
の
対
象
に
す
る
な
ど
、
条
例

犬
の
糞
の
放
置
も
過
料
に
処
す
べ
き

市
民
意
見
聞
き
改
正
へ
の
考
え
ま
と
め
る

市民マナー条例の改正

の
改
正
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　

自
治
会
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

犬
の
糞
の
放
置
が
困
っ
て
い
る

事
の
ワ
ー
ス
ト
５
に
入
っ
て
い

る
。
ま
ち
が
奇
麗
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
は
住
む
人
に
と
っ
て
大
切
な

も
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
半

年
程
度
は
市
民
か
ら
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
な
ど
し

て
、
条
例
改
正
に
向
け
た
考
え

方
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

雨
水
管
整
備
予
定
の
じ
ゅ
ん
菜
池
バ
ス
停
付
近
の
道
路

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

低
入
札
に
よ
り
、
長
年
に
わ

た
り
業
務
を
受
託
し
て
き
た
市

内
業
者
が
落
札
で
き
ず
、
従
業

員
に
賃
下
げ
の
影
響
が
及
ぶ
な

ど
、
市
内
業
者
が
苦
し
ん
で
い

る
実
態
が
あ
る
。
市
内
業
者
で

で
き
る
業
務
は
、
市
内
業
者
を

優
先
し
、
従
業
員
の
処
遇
は
正

規
職
員
と
す
る
こ
と
を
要
す
る

よ
う
な
入
札
制
度
へ
と
改
善
を

図
る
べ
き
だ
。

答
　

市
内
業
者
で
入
札
環
境
が

整
う
場
合
は
、
資
格
要
件
を
市

内
業
者
と
し
、
可
能
な
限
り
受

注
の
機
会
を
提
供
し
て
い
き
た

い
。
従
業
員
の
雇
用
の
確
保
や

市
内
業
者
育
成
の
視
点
な
ど
の

解
決
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
こ

れ
ら
を
評
価
項
目
と
し
た
政
策

入
札
制
度
で
対
応
で
き
る
の
か
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

入 札 制 度
市内業者優先するよう改善すべき

問題解決に政策入札制度を検討

行 政

男女共同治 水


